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研究開発の⽬的研究開発の⽬的



3

プレキャスト製品の問題点
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⾼炉スラグを砂として⽤いる⾼炉スラグを砂として⽤いる
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AE剤なし，蒸気養⽣を⾏っても，
塩⽔中でも ⾼い耐凍害性を実現塩⽔中でも，⾼い耐凍害性を実現
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【超耐久性コンクリートを⽤いたプレ
キャストPC床版の製品化】キャストPC床版の製品化】
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複合劣化への対策＝より⾼機
能な付替え部材を開発能な付替え部材を開発
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研究の実施体制研究の実施体制

佐藤靖彦（北海道⼤学）
皆川 浩（東北⼤学）皆川 浩（東北⼤学）
⽻原俊祐（岩⼿⼤学）
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【超耐久性コンクリートの製造と
RCPCa部材の製品化】RCPCa部材の製品化】
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不良率を下げる，製造効率を上げ
る→製造コストの削減→実⽤化る→製造コストの削減→実⽤化
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【超耐久性コンクリート⽤⾼炉ス
ラグの品質規格】ラグの品質規格】
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研究開発スケジュール研究開発スケジュール


